
七
寺
本
『
清
浄
法
行
經
』
の
「
飜
刻
」
と
「
訓
讀
」
を
め
ぐ
っ
て

翻
刻
と
訓
読
の
試
み

野

村

卓

美

一

は
じ
め
に

中
国
で
創
作
さ
れ
た
『
清
浄
法
行
経
』（
以
下
、『
法
行
経
』
と
略

記
）
は
、「
三
聖
派
遣
説
」
を
説
く
疑
経
（
偽
經
、
疑
偽
經
、
擬
經

と
も
）
と
し
て
、
古
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
が
、
早
い
時
期
に
散

逸
し
た
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
、
名
古
屋
長
福
寺
（
通

称
七
寺
）
で
写
本
が
発
見
さ
れ
た
。
冒
頭
部
に
欠
落
が
存
す
る
も

の
の
、
そ
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
発
見

直
後
か
ら
、
多
方
面
に
わ
た
り
積
極
的
に
、
同
經
の
考
察
を
試
み

た
の
は
石
橋
成
康
氏
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
、「
新
出
七
寺
蔵

『
清
浄
法
行
経
』
攷
」『
東
方
宗
教
』
第
七
八
号
（
一
九
九
一
年
十

一
月
。
以
下
、
本
稿
で
は
「
石
橋
Ⅰ
」
と
略
記
）、「
新
出
七
寺
蔵
『
清

浄
法
行
経
』
攷
之
二

疑
経
成
立
過
程
に
お
け
る
一
断
面

」『
佛
教
文
化
研
究
』
第
三
七
号
（
一
九
九
二
年
九
月
。
以
下
、

本
稿
で
は
「
石
橋
Ⅱ
」
と
略
記(1)）
の
二
論
稿
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

氏
の
二
論
稿
は
、
同
經
を
様
々
な
角
度
か
ら
解
明
す
る
こ
と
を
意

図
し
て
お
り
、
数
多
く
の
有
益
な
示
唆
が
な
さ
れ
て
い
る
。
氏
が

最
初
に
試
み
た
こ
と
は
、
正
確
な
翻
刻
文
・
訓
読
文
の
作
成
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
両
論
稿
を
一
読
す
れ
ば
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
一
九
九
六
年
に
『
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書

第
二
巻
』

（
註
（
1
））
が
刊
行
さ
れ
、
石
橋
成
康
・
直
海
玄
哲
・
落
合
俊
典

諸
氏
「
擔
當
」
の
影
印
・
飜
刻
・
訓
讀
・
解
題
（
以
下
、
本
稿
で

は
「
影
印
」・「
飜
刻
」・「
訓
讀
」
と
略
記
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

同
叢
書
の
刊
行
を
機
に
、『
法
行
経
』
に
関
す
る
多
く
の
論
稿
が

発
表
さ
れ
て
来
て
い
る
。

七
寺
本
『
法
行
経
』
は
「
對
照
本
の
な
い
唯
一
現
存
が
確
認
さ
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れ
る
寫
本(2)」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
石
橋
Ⅰ
」・「
石
橋
Ⅱ
」

の
翻
刻
・
訓
読
と
「
飜
刻
」・「
訓
讀
」
を
比
較
す
る
と
、
微
妙
な

差
異
が
見
出
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
最
も
関
心
を
集
め
て
い

る
「
三
聖
派
遣
説
」
を
説
く
十
余
行
の
短
い
記
述
の
経
文
も
、

「
影
印
」
を
参
照
し
翻
刻
・
訓
読
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細

に
比
較
す
る
と
、
こ
こ
で
も
研
究
者
に
よ
り
微
妙
な
相
違
が
存
す

る
。
こ
の
こ
と
も
本
經
の
研
究
を
遅
ら
せ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
微
細
な
翻
刻
・
訓
読
の
相
違
が
生
ま
れ
る
原
因
の
一
つ
は
、

梁
暁
虹
氏
が
指
摘
す
る
、
同
写
本
に
「
文
字
の
誤
読
・
誤
字
・
異

体
字
・
古
字
等
の
現
象
が
大
量
に
存
在(3)」
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
写
本
か
ら
は
「
末
筆
の
は
ね
方
な
ど
に
平
安
写
経
獨
特

の
筆
法
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」（
石
橋
Ⅰ
）
と
の
指
摘
が
あ
り
、

日
本
で
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
梁
氏
の
指
摘
す
る
誤
写
・

誤
読
、
ま
た
は
、
誤
字
は
我
が
国
で
転
写
さ
れ
た
際
に
生
じ
た
場

合
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
幾
箇
所
か
は
、

写
本
の
文
字
が
誤
読
さ
れ
て
い
る
場
合
も
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
一
部
に
つ
い
て
は
既
に
論
じ
た(4)。

本
稿
で
も
、
同
様
な
例
を
幾
つ
か
指
摘
し
、「
飜
刻
」・「
訓
讀
」

に
つ
い
て
、
少
し
検
討
を
加
え
て
み
る
。
性
急
に
結
論
を
求
め
過

ぎ
た
故
、
未
だ
十
分
な
る
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
危
惧

す
る
。
是
非
と
も
諸
賢
の
批
正
を
賜
り
た
い
。

二

「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
第
四
条
の

翻
刻
・
訓
読
の
試
み

『
法
行
経
』
全
体
は
「
清
浄
な
る
法
行
」・「
清
浄
な
ら
ざ
る
行

い
」
各
二
十
條
を
対
比
し
て
記
さ
れ
た
第
一
段
と
、
佛
教
の
受
容

を
拒
む
中
国
に
釈
迦
が
三
人
の
聖
を
遣
わ
し
た
と
い
う
、
所
謂

「
三
聖
派
遣
説
」
等
を
説
く
第
二
段
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、「
石
橋
Ⅰ
」
に
指
摘
が
あ
る
。
先
稿
で
は
、「
清
浄
な
ら
ざ
る

行
い
」
第
二
・
十
・
十
三
・
十
七
・
十
八
条
の
訓
読
や
翻
刻
を
検

討
し
た(5)。
第
四
条
と
第
八
条
に
関
し
て
は
、
投
稿
後
に
気
付
い
た

故
、
こ
こ
に
記
し
て
み
る
。

第
四
条
は
、

四
者
、
持
佛
尊
像
、
或
安
屋
頭
檐
下
、
或
屋
苫
邊
。
（
イ
）日
炙
脆

裂
、
雨
漏
爛
懐
。
或
安
竈
下
烟
熏
（
ロ
）、

幡
蓋
形
像
梨
黒
。

（
41
〜
43
行
）

＊
句
読
点
は
「
訓
讀
」
参
照
。
以
下
、
注
記
な
き
場
合
は

同
じ
。

＊
（
イ
）「
、」（
石
橋
Ⅰ
）。（
ロ
）「
重
」（
石
橋
Ⅰ
）。

と
「
飜
刻
」
さ
れ
、

四
は
、
佛
の
尊
像
を
持
つ
に
、
或
は
屋
頭
檐
下
、
或
は
屋
苫
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邊
に
安
ん
ず
。
日
に
炙
け
脆
く
裂
し
て
、
雨
漏
れ
て
爛
懐
す
。

或
は
竈
下
の
烟
熏
に
安
ん
じ
、
幡
蓋
形
像
は
梨
黒
た
り
。

と
「
訓
讀
」
さ
れ
て
い
る
。

「
影
印
」
を
参
照
す
る
と
、
43
行
の
「
烟・

熏
」
の
「
烟
」
は
火

偏
で
旁
は
「
囙
」
と
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
字
は
「
煙
」
の

「
俗
字
」（『
広
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書
店
））
で
あ
る
。
同
写
本
が

「
因
」
を
「
囙
」
と
書
く
例
は
73
行
に
「
囙・

種
」（「
因・

種
」）
と
あ

る
。
し
か
し
、
54
行
の
「
烟・

熏
」
と
「
飜
刻
」
さ
れ
て
い
る

「
烟
」
の
字
は
「
焑
」
と
判
読
さ
れ
る
。「
烟
」
と
「
焑
」
は
意

味
の
異
な
る
字
（『
評
点
整
理
本

康
熙
字
典
』（
漢
語
大
詞
典
出
版

社
）。
以
下
、『
康
熙
字
典
』
と
略
記
）
で
あ
る
が
、「
飜
刻
」
の
如
く
、

「
烟
」
字
を
意
識
し
た
誤
写
と
推
察
さ
れ
る
。
同
写
本
中
に
は
同

様
の
誤
写
、
も
し
く
は
、
誤
読
が
幾
つ
か
見
出
せ
る
。
こ
の
よ
う

な
点
に
も
配
慮
し
な
が
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
写
本
で
あ
る
こ

と
は
、
先
稿
で
言
及
し
た(6)。

第
四
条
は
「
佛
尊
像
」
を
「
安
」
ず
る
場
所
に
つ
い
て
の
戒
め

を
語
っ
て
い
る
条
で
あ
る
。「
安
」
が
二
度
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
留
意
し
、
訓
読
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
ず
、「
屋
頭
」・「
檐
下
」、「
或
」
は
「
屋
苫(7)邊
」
に
「
安
」
ず

る
こ
と
、
次
に
、「
或
」
は
「
竈
下
」
に
「
安
」
ず
る
こ
と
を
、

そ
の
場
所
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
を
、
理
由
を
明
確
に
指
摘
し
戒

め
て
い
る
と
解
す
こ
と
が
出
来
る
。
前
者
の
「
屋
頭
」・「
檐
下
」

は
辞
書
や
大
蔵
經
中
に
使
用
例
が
見
出
せ
る
が
、「
屋
苫
」、
も
し

く
は
、「
屋
苫
邊
」
は
検
索
で
き
な
い
。
し
か
し
、
余
り
多
く
は

な
い
が
、
外
典
か
ら
「
屋
苫
」
は
探
し
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
以

下
、
そ
れ
ら
の
幾
つ
か
を
示
し
て
み
る
。
先
ず
、
元
稹
（
七
七
九

〜
八
三
一
年
）
の
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
十
『
酬
翰
林
白
學
士
代
書

一
百
韻

幷
序
』
に
は
、「
仰
竹
藤
纏
屋・

苫・

苑
荻
補
籬
【
南
人
以

大
竹
爲
瓦
用
荻
爲
籬
也
】」（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
一
〇
七
九
・
四
〇

二
頁
下
）
と
あ
る
。
引
用
文
中
の
【

】
は
注
記
で
あ
る
。「
苫
」

に
は
「『
玉
篇
』：
以
草
覆
屋
。」（『
康
熙
字
典
』）、「
お
ほ
ふ
。」

（『
大
漢
和
辞
典
』）
の
意
が
あ
り
、
注
記
を
参
照
す
る
と
、
こ
れ

は
南
方
の
人
た
ち
の
大
竹
を
瓦
の
代
用
と
す
る
屋
、
身
近
な
苑
荻

を
用
い
て
葺
か
れ
た
籬
の
様
の
描
写
と
解
せ
る
。
ま
た
、
南
宋
・

陸
游
著
『
入
蜀
記
』
巻
三
、
乾
道
六
年
（
一
一
七
〇
）
九
月
に
は
、

「
九
日
。
早
、
謁
后
土
祠
。
道
旁
民
屋・

、
苫・

茅
皆
厚
尺
餘
、
整
潔

無
一
枝
亂
。」（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
四
六
〇
・
九
一
〇
頁
上
）
と
の

記
述
が
あ
る
。
こ
こ
も
民
屋
が
茅
で
整
然
と
覆
わ
れ
た
様
の
描
写

で
あ
る
。
こ
の
二
例
は
熟
語
で
は
な
い
。
次
は
、『
御
製
詩
集
』

三
集
巻
九
「
程
嘉
燧
芭
蕉
書
屋
図
」
に
「
結
屋・

苫・

黄
草
倚
楹
眄
緑

天
」（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
一
三
〇
五
・
四
一
五
頁
上
）
と
あ
る
。
明

代
の
詩
人
・
歌
人
で
あ
る
程
嘉
燧
（
一
五
六
五
〜
一
六
四
三
年
）
の
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書
屋
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
が
、「
結
屋
」
に
は
「
屋
舎
を
構
築
す

る
。」（『
漢
語
大
詞
典
』）
の
意
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
黄
草
」（「
小
鮒

草
の
別
称
」・「
蓬
の
別
称
」（『
漢
語
大
詞
典
』））
で
覆
わ
れ
て
い
る
様

を
詠
じ
て
い
る
と
解
せ
る
。
こ
の
用
例
も
、
先
の
二
例
と
同
様
に

熟
語
と
見
做
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
最
後
に
、
明
代
の
陸
楫
（
一

五
一
五
〜
五
二
年
）
撰
『
古
今
説
海
』
巻
八
十
五
『
海
陵
三
仙
傳

闕
名
』
に
「
賓
至
以
水
酌
茗
。
或
擷
屋・

苫・

、
煮
水
以
啜
、
其
甘
如

飴
。」（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
八
八
五
・
五
五
〇
頁
上
）
と
あ
る
例
が

見
出
せ
た
。
こ
こ
は
「
屋
苫
を
擷
み
」、
そ
れ
を
「
煮
る
」
と

「
其
の
甘
き
こ
と
飴
の
如
し
。」
と
訓
読
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。「
苫
」
に
は
「『
類
篇
』
青
苫
、
薬
草
。」（『
康
熙
字
典
』）

の
意
も
あ
り
、「
煮
」
と
い
う
記
述
と
も
矛
盾
し
な
い
。「
屋
苫
」

と
の
熟
語
は
見
出
せ
な
い
故
、
こ
こ
で
は
「
屋
根
に
自
生
し
て
い

る
苫
」
の
意
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
、

「
屋
苫
邊
」
は
そ
の
よ
う
な
場
所
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
の
箇
所
は
用
例
の
博
捜
と
同
時
に
、
誤
読
・
誤
写
の
可

能
性
も
配
慮
し
再
考
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
先
述
し
た
如
く
、
本
条

は
「
佛
尊
像
」
を
「
安
」
ず
る
場
所
を
問
題
と
し
て
い
る
。「
屋

頭
・
檐
下
」
に
安
置
さ
れ
た
「
佛
尊
像
」
が
直
射
日
光
で
「
日

炙
」
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
、「
屋
苫
邊
」
の
そ
れ
が
「
雨
漏・

（
写
本
は
「
屚・

」）」
に
な
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
と
読
め
る
。

「
苫
」
に
は
「『
通
鑑
』：
被
苫
而
耕
。
胡
三
省
註
：
被
苫
於
身
以

蔽
雨
也
。」（『
康
熙
字
典
』）
と
の
注
記
も
見
出
せ
、「
苫
」
は
雨
を

防
ぐ
た
め
の
材
料
で
あ
り
、「
雨
漏
」
と
の
表
現
と
の
関
連
が
推

察
出
来
る
。
ま
た
、「
苫
屋
」（「
屋
根
を
苫
で
葺
い
た
家
」（『
大
漢
和

辞
典
』））・「
苫
宇
」（「
草
廬
」（『
漢
語
大
詞
典
』））
等
の
近
似
し
た

熟
語
を
見
出
す
こ
と
も
出
来
る
。
再
度
、
考
察
を
試
み
た
い
。

次
に
、「
日
炙
脆
裂
」
の
箇
所
を
検
討
す
る
。「
日
炙
」
と
の
表

現
は
大
蔵
經
に
も
頻
出
す
る
が
、「
脆
裂
」
は
辞
書
類
や
大
蔵
經

か
ら
も
見
出
せ
な
い
。
外
典
か
ら
は
次
の
よ
う
な
使
用
例
を
見
出

だ
し
た
。
宋
代
・
梅
堯
臣
（
一
〇
〇
二
〜
六
二
年
）
撰
『
宛
陵
集
』

巻
五
十
『
王
原
叔
内
翰
宅
観
山
水
図
』
に
、「
古
絹
脆・

裂・

再
黏
續
、

氣
象
一
似
高
高
嵩
。」（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
一
〇
九
九
・
三
六
四
頁

上
）
と
あ
る
。「
日
炙
」・「
脆
裂
」
と
い
う
熟
語
が
存
し
て
い
た

こ
と
が
解
る
。

次
は
、「
雨
漏
爛(8)懐
」
と
の
記
述
を
検
討
す
る
。「
爛
懐
」
の

「
懐
」
は
「
飜
刻
」
の
如
く
立
心
篇
で
書
か
れ
て
い
る
。
写
本
中

の
立
心
篇
に
つ
い
て
は
先
稿
で
も
検
討
し
た
（
註
（
4
））
が
、

「
懐
」
は
「
又
懐
抱
、
胸
臆
也
。」・「
又
傷
也
。」（『
康
熙
字
典
』）

の
意
で
あ
り
、「
た
だ
れ
る
。」・「
た
だ
ら
す
。」（『
大
漢
和
辞
典
』）

の
意
の
あ
る
「
爛
」
と
結
び
付
い
た
熟
語
は
見
出
せ
な
い
。「
壊
」

は
「『
集
韻
』
音
懐
。
壊
隤
」（『
康
熙
字
典
』）
と
あ
り
、
発
音
は
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同
じ
で
あ
る
が
、
意
は
明
確
に
異
な
っ
て
お
り
、「
懐
」
は
「
壊
」

の
誤
写
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
爛
壊
」
は
「
た
だ
れ

や
ぶ
れ
る
。
朽
ち
た
だ
れ
る
。」（『
大
漢
和
辞
典
』）
の
意
で
あ
る
。

経
典
類
か
ら
も
、

・
披
僧
伽
帔
既
出
。
各
分
置
於
露
處
。
令
雨
爛・

壊・

。（『
根
本
説

一
切
有
部
尼
陀
那
』
巻
第
四
（『
正
蔵
』
八
・
四
三
一
頁
上
））。

・
開
一
房
門
。
見
僧
臥
具
在
露
地
雨
濕
爛・

壊・

。（『
十
誦
律
』
巻

第
十
（『
正
蔵
』
二
三
・
七
七
頁
上
））。

と
、『
法
行
経
』
と
同
様
に
、
雨
を
原
因
と
す
る
湿
気
で
「
爛
壊
」

す
る
と
説
い
て
い
る
。

最
後
に
、
第
四
条
の
訓
読
を
試
み
る
。
先
述
し
た
如
く
、「
安
」

が
二
度
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、

「
佛
尊
像
」
の
「
安
」
ず
る
場
所
と
し
て
、「
屋
頭
」・「
檐
下
」、

「
或
」
は
「
屋
苫
邊
」
の
場
合
と
、「
竈
下
」
の
場
合
に
分
け
て

論
じ
て
い
る
。
前
者
の
場
合
が
「
脆
裂
」・「
爛
壊
」
す
る
こ
と
を
、

後
者
が
「
烟
熏
」・「
梨
黒
」
と
な
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
梁
氏
は
「
同
時
期
の
翻
訳
経
典
の
四
字
と
比
較
す

る
と
、『
清
浄
法
行
経
』
は
明
確
に
流
暢
・
自
然
」、
ま
た
は
、

「
正
確
に
句
読
点
を
付
け
る
こ
と
」（
註
（
3
））
の
重
要
性
を
指

摘
し
て
い
る
。
こ
れ
を
参
照
す
る
と
、「
四
者
、
持
佛
尊
像
、
或

安
屋
頭
檐
下
、
或
屋
苫
邊
、
日
炙
脆
裂
、
雨
漏
爛
壊
。
或
安
竈
下
、

烟
熏
幡
蓋
、
形
像
梨
黒
。」
と
句
読
点
の
位
置
と
「
懐
」
を
「
壊
」

と
改
め
、「
四
は
、
佛
尊
像
を
持
つ
に
、
或
は
屋
頭
・
檐
下
、
或

は
屋
苫
邊
に
安
じ
、
日
炙
し
脆
裂
し
、
雨
漏
し
爛
壊
す
。
或
は
竈

下
に
安
じ
、
幡
蓋
を
烟
熏
し
、
形
像
は
梨
黒
た
り
。」
と
訓
読
す

る
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

三

「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
第
八
条
の
翻
刻
と

訓
読
の
試
み

第
八
条
の
「
飜
刻
」
は
、

八
者
、
亦
、
（
ハ
）不
懸
幡
繒
（
ニ
）綵
繖
蓋
。

（
46
行
）

＊
（
ハ
）「
亦
不
」（
石
橋
Ⅰ
）。（
ニ
）「
贈嫁
」（
石
橋
Ⅰ
・
Ⅱ(9)）。

と
あ
り
、「
訓
讀
」
は
、

八
は
、
亦
、
幡
繒
綵
繖
蓋
を
懸
け
ず
。

と
あ
る
。
こ
の
「
訓
讀
」
の
「
幡
繒
綵
繖
蓋
」
と
い
う
漢
字
五
字

が
連
続
し
て
い
る
箇
所
は
如
何
に
訓
む
の
で
あ
ろ
う
か
。「
石
橋

Ⅱ
」
で
は
「
八
は
、
亦
、マ

マ

幡
贈嫁
・
綵
繖
蓋
を
懸
け
ず
。」
と
訓
読

さ
れ
て
い
る
。「
訓
讀
」
も
同
様
の
訓
み
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
訓
読
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
以
下
、
少
し
検
討
し
て
み
る
。

先
ず
、「
幡
繒
」
な
る
熟
語
が
辞
典
類
か
ら
見
出
だ
せ
な
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
蔵
経
か
ら
用
例
を
探
す
と
、
例
え
ば
、
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「
起
諸
幢
幡・

。
繒・

綵
花
蓋
。」（『
修
行
本
起
経
』
巻
上
（『
正
蔵
』

三
・
四
六
一
頁
下
））、「
若
以
華
・
香
・
瓔
珞
・
幢
幡・

・
繒・

蓋
・
香

油
・
酥
（
イ

蘇
）
燈
・
供
養
経
巻
。」（『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
五
（『
正
蔵
』

九
・
四
五
頁(10)
中
））、「
幢
幡・

・
繒・

綵
」（『
正
法
華
経
』
巻
第
二

（『
同
』・
七
七
頁
下
））
の
如
く
で
あ
り
、
熟
語
と
し
て
は
用
い
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、「
綵
繖
」
も
辞
書
に
見
出
せ

な
い
が
、
大
蔵
經
で
は
唯
一
『
佛
説
灌
頂
呪
宮
宅
神
王
守
鎮
左
右

經
』
巻
第
五
の
「
綵
傘
覆
蓋
安
浄
潔
處
。」
の
傍
線
部
は
異
本
に

「
綵
繖
」（『
正
蔵
』
二
一
・
五
一
一
頁
中
・
脚
注
）
と
見
出
せ
る
が
、

こ
れ
も
頻
用
さ
れ
る
語
彙
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
綵
繖

蓋
」
と
の
用
例
は
大
蔵
經
か
ら
検
索
出
来
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理

由
よ
り
、「
石
橋
Ⅱ
」
の
訓
読
も
直
ち
に
首
肯
で
き
な
い
よ
う
で

あ
る
。

こ
の
第
八
条
の
訓
読
で
参
照
す
べ
き
は
、
表
現
が
近
似
す
る

「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
第
十
五
条
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

十
五
、
亦
、
不
焼
香
燃
燈
。

（
53
〜
54
行
）

と
「
飜
刻
」
さ
れ
、

十
五
は
、
亦
、
焼
香
燃
燈
せ
ず
。

と
「
訓
讀
」
さ
れ
て
い
る
（「
石
橋
Ⅰ
・
Ⅱ
」
も
読
点
を
除
い
て
は
同

じ
）。
こ
れ
に
準
じ
、
第
八
条
も
「
亦
、
懸
幡
・
繒
綵
・
繖
蓋
せ

ず
。」
と
訓
読
し
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。「
懸
幡
」
は
「
佛
語
。

幡
（
の
ぼ
り
）
を
立
て
る
こ
と
。
佛
供
養
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
。」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
））、「
繒
綵
」
は
「
色
ど
っ
た

き
ぬ
。」（『
漢
語
大
詞
典
』・『
大
漢
和
辞
典
』）、「
繖
蓋
」
は
「
き
ぬ

が
さ
。
衣
笠
。」（『
同
』）
と
、
辞
書
類
か
ら
も
見
出
す
こ
と
が
出

来
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
、

・
竪
幡
竿
（
イ

杆
）

頭
懸・

幡・

。
幡
脚
所
指
方
處
。
一
切
衆
生
十
悪
五

逆
四
重
罪
等
。
皆
悉
（
イ

ナ
シ
）

得
消
滅
。（『
尊
勝
佛
頂
真
言
修
瑜

伽
儀
軌
』
巻
下
（『
正
蔵
』
一
九
・
三
八
三
頁
中
））。

・
焼
種
種
香
。
以
種
種
繒・

綵・

種
種
幡
幢
荘
厳
其
處
。（『
佛
説
薬

師
如
来
本
願
経
』（『
正
蔵
』
一
四
・
四
〇
三
頁
上
））。

・
好
函
盛
之
繖・

蓋・

覆
上
。
諸
神
営
衛
悪
魔
退
散
。（『
佛
説
灌
頂

七
萬
二
千
神
王
護
比
丘
呪
経
』（『
正
蔵
』
二
一
・
五
一
六
頁
上
））。

と
用
例
を
見
出
だ
す
こ
と
が
出
来
、
罪
障
消
滅
・
荘
厳
・
悪
魔
退

散
等
の
目
的
で
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

上
述
し
た
如
く
、「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
第
八
条
は
「
懸

幡
・
繒
綵
・
繖
蓋
せ
ず
。」
と
中
点
を
付
し
て
訓
読
し
、
佛
前
・

仏
殿
等
の
荘
厳
を
怠
る
行
為
を
批
判
し
て
い
る
条
と
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。四

「
飜
刻
」
さ
れ
た
文
字
の
検
討

七
寺
本
写
本
の
「
飜
刻
」
作
成
の
際
に
誤
読
さ
れ
、
そ
れ
に
基
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づ
い
て
「
訓
讀
」
が
試
み
ら
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
も
、『
法

行
経
』
の
正
確
な
理
解
を
妨
げ
て
い
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
例
は
先
稿
（
註
（
4
））
で
も
指
摘
し
た
が
、
以
下
、
新

し
く
気
付
い
た
箇
所
を
幾
つ
か
検
討
し
て
み
る
。

『
法
行
経
』
は
第
一
段
と
第
二
段
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

既
に
述
べ
た
。
そ
の
第
二
段
の
冒
頭
は
以
下
の
如
く
始
ま
る
。
そ

の
部
分
は
、

阿
難
勤
教
化
。
便
爲
善
奉
修
法
行
二
十
善
事
。
勿
使
缺
減
、

勤
復
勤
之
、
載
得
免
罪
。
勿
爲
懈
怠
、
口
與
意
逮
（
ホ
）。
不
相
開

化
、
奉
行
不
惓
、
汝
爲
具
足
、
報
佛
息
（
ヘ
）已
。
（
92
〜
94
行
）

＊
「
石
橋
Ⅱ
」
と
は
、
句
点
・
読
点
の
相
違
は
あ
る
が
、

位
置
は
同
じ
。
こ
こ
で
は
、
幾
つ
か
の
文
字
を
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
煩
を
避
け
る
た
め
に
こ

れ
ら
の
注
は
略
す
。

＊
（
ホ
）「
違
」（
石
橋
Ⅱ
）。（
ヘ
）「
恩
」（「
飜
刻
」
注
記
）。

と
「
飜
刻
」
さ
れ
、

阿
難
勤
め
て
教
化
す
。
便
ち
善
く
法
行
の
二
十
善
事
を
奉
修

せ
ん
と
爲
す
。
缺
減
せ
し
む
勿
く
、
勤
め
て
復
た
こ
れ
を
勤

め
、
こ
こ
に
免
罪
を
得
。
懈
怠
を
な
す
こ
と
勿
く
、
口
と
意

は
逮
ぶ
。
相
開
化
せ
ざ
れ
ば
、
行
を
奉
り
て
惓
ま
ず
、
汝
具

足
を
爲
せ
ば
、
佛
恩
を
報
ず
。

と
「
訓
讀
」
さ
れ
て
い
る
。
第
二
段
冒
頭
に
突
然
阿
難
の
名
前
が

登
場
す
る
が
、
こ
の
記
述
か
ら
「
清
浄
な
る
法
行
」
の
勧
め
、

「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
の
戒
め
を
語
る
二
十
條
は
阿
難
の
教
化

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。「
石
橋
Ⅱ
」
は
「『
清
浄
法
行

経
』
が
『
佛
説
阿
難
問
事
佛
吉
凶
經
』
な
ど
の
経
典
を
下
敷
き
に

編
集
さ
れ
」
て
お
り
、
同
經
の
如
く
『
法
行
経
』
も
「「
阿
難
説

く
ら
く
…
…
」
と
始
ま
っ
て
い
た(11)」
と
推
察
し
て
い
る
。
引
用
部

全
体
の
訓
読
の
試
み
は
後
日
を
期
し
た
い
が
、「
飜
刻
」
の
中
に

幾
つ
か
再
考
を
要
す
る
文
字
が
存
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
訓
讀
」

に
も
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
点
の
み
を
検

討
し
て
お
く
。

先
ず
、「
載・

得
免
罪
」
と
「
飜
刻
」
さ
れ
、「
こ・

こ・

に・

罪
を
免
れ

る
こ
と
を
得
る
も
」（
石
橋
Ⅱ
）・「
こ・

こ・

に・

免
罪
を
得
」（「
訓
讀
」）

と
訓
ま
れ
て
い
る
「
載
」
字
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。「
載
」

字
は
22
行
に
も
見
出
せ
、「
𢦏
」
と
「
車
」
が
明
確
に
書
か
れ
て

い
る
。
写
本
中
に
「
車
」
は
見
出
せ
な
い
が
、
車
偏
は
「
轉
」

（
7
行
）・「
輕
」（
9
・
41
行
）、
ま
た
、「
連
」（
90
行
）
に
も

「
車
」
字
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
「
車
」
は
明
確
に
書
か
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
「
𢦏
」
の
左
下
の
字
は
そ
れ
ら
の
「
車
」
と

は
明
ら
か
に
異
な
る
。「
影
印
」
を
参
照
す
る
と
、
先
の
四
例
の

「
車
」
字
の
第
七
画
目
は
縦
に
長
く
引
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
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「
車
」
と
判
読
さ
れ
た
字
の
第
七
画
目
の
縦
線
は
第
一
画
目
の
横

線
の
上
に
も
出
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
下
に
長
く
引
か
れ
る
こ
と
も

無
く
、
右
上
に
跳
ね
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
六
画
目
の
横
線
と
推

察
さ
れ
る
下
に
、
下
向
き
の
三
本
の
線
が
見
ら
れ
る
。
最
も
左
に

書
か
れ
て
い
る
線
は
左
下
に
長
く
引
か
れ
、
右
側
の
線
は
比
較
的

短
い
が
、
こ
れ
も
右
上
に
跳
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か

ら
も
、
22
行
目
の
「
載
」
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
字
を
意
識
し

て
記
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
字
典(12)で
確
認
す
る
も
、「
載
」
と

は
明
確
に
異
な
る
。「
𢦏
」
字
の
左
下
は
、
写
本
の
中
で
探
す
と
、

「
衣
」（
41
・
50
行
）・「
裂
」（
42
行
）・「
裳
」（
50
行
）
の
「
衣
」

字
に
近
似
し
て
い
る
。
故
に
、「
裁
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
は

と
推
察
さ
れ
る
。「
裁
」
は
「
わ
づ
か
。」
と
訓
み
、「
才
・
纔
に

通
ず
」（『
大
漢
和
辞
典
』）、「
通
「
纔
」」（『
漢
語
大
詞
典
』。『
康
熙
字

典
』
に
も
）
と
あ
る
。
事
実
、
経
典
に
、

・
轉
經
裁
（
イ

纔
）

竟
。（『
高
僧
傳
』
巻
第
十
一
（『
正
蔵
』
五
〇
・
四

〇
〇
頁
中
））。

・
裁
（
イ

纔
）

得
數
遍
。（『
続
高
僧
傳
』
巻
第
六
（『
同
』・
四
七
五
頁

中
）。

・
至
今
裁・

壽
百
歳
初
民
主
有
子
名
珍
宝
。（『
釈
迦
譜
』
巻
第
一

（『
同
』・
二
頁
上
））。

・
上
有
人
裁・

得
容
坐
。（『
弘
賛
法
華
傳
』
巻
第
九
（『
正
蔵
』
五

一
・
四
一
頁
上
））。

の
如
く
、「
裁
」
は
異
本
に
「
纔
」
と
あ
り
、
ま
た
、「
わ
づ
か
」

と
訓
読
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
個
所
を
見
出
す
こ
と
が
出
来

る
。
故
に
、
こ
こ
は
「
載
」
を
「
裁
」
と
改
め
、「
裁
得
免
罪
。」

と
翻
刻
し
、「
裁わ

づ
か

に
免
罪
を
得
。」
と
訓
読
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
は
、「
口
與
意
逮・

。」
と
「
飜
刻
」
さ
れ
、「
口
と
意
は
逮

ぶ
。」
と
「
訓
讀
」
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
検
討
し
た
い
。
送
り
仮

名
よ
り
、「
逮
ぶ
」
は
「
お
よ
ぶ
。」（『
大
漢
和
辞
典
』）
と
訓
ま
れ
、

「
逮
、
及
也
。」（『
大
漢
和
辞
典
』・『
康
熙
字
典
』）
の
意
と
解
さ
れ
、

「
及
ぶ
」
は
「
あ
る
物
、
所
、
時
、
程
度
な
ど
に
達
す
る
。」

（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）
の
意
で
あ
る
。
一
方
、「
石
橋
Ⅱ
」
は

「
口
与
意
違・

」
と
翻
刻
し
、「
口
と
意
違
わ
ば
」
と
訓
読
し
て
い

る
。
こ
の
字
を
「
逮
ぶ
」
と
解
す
る
か
、
ま
た
は
、「
違
う
」
と

訓
む
か
で
意
味
が
逆
に
な
る
。
写
本
か
ら
は
、
他
に
「
逮
」・

「
違
」
字
を
見
出
だ
す
こ
と
が
出
来
な
い
が
、「
逮
」
と
「
違
」

を
字
典
で
調
査
す
る
と
、
両
者
は
明
確
に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。「
隶
」
と
「
韋
」
は
横
線
の
数
に
相
違
が
あ
り
、

概
ね
、「
隶
」
は
上
部
に
三
本
、「
韋
」
は
全
体
で
六
本
引
か
れ
て

い
る
。
写
本
を
見
る
と
、
94
行
の
文
字
は
横
線
が
六
本
あ
り
、
そ

の
最
後
の
横
線
は
幾
分
上
向
き
の
弧
を
描
く
よ
う
に
引
か
れ
て
い

る
。
故
に
、「
石
橋
Ⅱ
」
の
如
く
、「
違
」
と
翻
刻
す
べ
き
で
あ
ろ
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う
。
大
蔵
經
か
ら
も
、

・
生
老
病
死
輪
（
イ

轉
輪
）
轉
無
際
事
與・

願
違・

憂
悲
爲
害
（『
六
度
集

經
』
巻
第
四
（『
正
蔵
』
三
・
二
三
頁
上
））。

・
仕
（
イ

士
）

不
得
官
。
願
與・

意
（
イ

福
）

違・

。（『
羅
云
忍
辱
経
』（『
正
蔵
』

一
四
・
七
六
九
頁
下
））。

・
災
怪
首
尾
。
願
與・

意
違・

非
禍
縦
横
。（『
佛
説
四
天
王
經
』（『
正

蔵
』
一
五
・
一
一
八
頁
下
））。

・
能
與・

願
（
イ

相
歟
）
違・

者
求
不
得
苦
也
。（『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜

多
經
疏
』
巻
下
（『
正
蔵
』
三
三
・
四
九
一
頁
上
））。

の
如
く
、「
甲
與・

乙
違・

」
と
の
文
型
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
が
、

「
甲
與・

乙
逮・

」
と
の
表
現
は
、
今
回
の
調
査
で
は
見
出
せ
な
か
っ

た
。
故
に
訓
読
は
、「
石
橋
Ⅱ
」
の
如
く
、「
口
と
意
違
わ
ば
」
と

訓
ん
で
お
く
。
再
度
、
検
討
を
試
み
た
い
。

次
に
、
引
用
部
の
最
後
、「
石
橋
Ⅱ
」
が
「
報
佛
息・

已
。」、「
飜

刻
」
が
「
報
佛
息
（
恩
）已
。」
と
す
る
箇
所
を
検
討
す
る
。「
影
印
」
を

参
照
す
る
と
、「
自
」
の
下
に
「
心
」
と
あ
り
、「
息
」
と
判
読
で

き
る
。
同
写
本
に
は
他
に
「
息
」
字
、
ま
た
、「
恩
」
字
も
見
出

せ
な
い
。「
石
橋
Ⅱ
」
は
「
佛
を
報
じ
て
息
る
の
み
」
と
訓
読
し

て
い
る
が
、
文
意
が
解
し
難
い
。
ま
た
、
大
蔵
經
で
検
索
す
る
も
、

「
報
佛
息
」・「
報
佛
息
已
。」
と
い
う
表
現
は
見
出
せ
な
い
。
し

か
し
、「
報
佛
恩
已
。」
は
、

・
汝
如
是
悉
爲
報・

佛・

恩・

已・

。（『
道
行
般
若
經
』
巻
第
十
（『
正
蔵
』

八
・
四
七
七
頁
下
））。

と
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
同
じ
表
現
は
「
同
本
異
譯
」（『
佛
書

解
説
大
辞
典
』（
大
東
出
版
社
））
で
あ
る
『
大
明
度
經
』
巻
第
六

（『
正
蔵
』
八
・
五
〇
八
頁
上
）
に
も
見
出
せ
る
。
当
然
、「
報
佛

恩
」
と
い
う
表
現
は
数
多
く
見
出
せ
、

・
利
益
一
切
衆
生
爲
念
佛
恩
。
爲
報・

佛・

恩・

故
。（『
大
方
便
佛
報

恩
經
』
巻
第
七
（『
正
蔵
』
三
・
一
六
六
頁
上
））。

・
使
三
宝
不
断
則
報・

佛・

恩・

矣
。（『
註
維
摩
詰
経
』
巻
第
二
（『
正

蔵
』
三
八
・
三
四
七
頁
下
））。

・
一
切
如
来
皆
悉
知
汝
能
報・

佛・

恩・

。（『
阿
闍
梨
大
曼
荼
攞
灌
頂
儀

軌
』（『
正
蔵
』
一
八
・
一
九
二
頁
上
））。

の
如
く
で
あ
る
。「
飜
刻
」
の
指
摘
す
る
如
く
、「
息
」
は
「
恩
」

の
誤
写
と
推
察
さ
れ
、「
報
佛
恩
已
。」
と
翻
刻
し
、「
訓
讀
」
は

「
佛
恩
を
報
ず
。」
と
あ
る
が
、
強
調
の
助
辞
「
已
」
も
配
慮
し
、

「
佛
恩
に
報
く
う
の・

み・

。」
と
訓
む
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
引

用
し
た
箇
所
は
、
句
読
点
の
位
置
も
配
慮
し
な
が
ら
、
再
度
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

「
飜
刻
」
で
疑
問
に
感
じ
て
い
る
文
字
を
も
う
一
つ
指
摘
し
て

お
く
。
二
十
条
の
「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
が
語
ら
れ
、
仏
法
修
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行
を
怠
る
人
々
を
、
梵
釋
四
天
王
た
ち
が
見
放
し
、
鬼
魔
煞
鬼
が

跋
扈
し
、
災
禍
が
起
こ
る
さ
ま
が
語
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
、

室
家
善
闘
。
（
ト
）无
有
歡
心
、
（
チ
）子
孫
不
與
（
興
）、
多
諸
弊
惡
。

（
71
〜
72
行
）

＊
（
ト
）「
、」（
石
橋
Ⅰ
）。（
チ
）「
。」（
石
橋
Ⅰ
）。

と
「
飜
刻
」
さ
れ
、

室
家
は
善
く
鬪
す
。
歡
心
有
る
こ
と
な
く
、
子
孫
興
ら
ず
、

諸
弊
惡
多
し
。

と
「
訓
讀
」
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。「
石
橋
Ⅱ
」
は
こ
の
部

分
の
訓
読
は
試
み
て
い
な
い
。

こ
こ
で
検
討
し
た
い
の
は
、
72
行
の
「
善
」
と
「
飜
刻
」
さ
れ

て
い
る
文
字
で
あ
る
。
こ
の
字
は
他
の
「
善
」
字
と
比
較
す
る
と
、

少
し
異
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
写
本
中
に
、
他
に
「
善
」
と

「
飜
刻
」
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
善・

神
」（
13
行
・
66
行
）・「
二
十

善・

」（
30
〜
31
行
）・「
善・

奉
修
法
行
二
十
善・

事
」（
92
行
）・「
善・

権
」

（
100
行(13)）・「
善・

男
子
善・

女
子
」（
113
行
）
の
八
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
全
て
、
第
一
・
二
画
目
が
片
仮
名
の
「
ソ
」
の
如
く
書
き
始
め

ら
れ
、
第
三
・
四
・
五
画
目
の
横
線
が
短
く
、
第
九
画
目
の
そ
れ

が
左
右
に
大
き
く
引
か
れ
て
い
る
。
検
討
し
て
い
る
字
は
明
ら
か

に
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
。
そ
の
相
違
は
、「
ソ
」
字
が
無
く
、
最

上
に
引
か
れ
て
い
る
横
線
よ
り
も
、
上
に
突
き
出
た
縱
線
が
書
か

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
の
八
例
の
「
善
」
字
は
第
一
・
二
画

目
の
角
状
に
書
か
れ
た
線
よ
り
も
上
に
伸
び
た
縦
線
は
見
出
せ
な

い
。
こ
の
字
を
写
本
中
で
探
す
と
、「
喜・

楽
」（
10
行
）・「
大
歓

喜・

」（
18
・
116
行
）・「
歓
喜・

」（
79
行
）
と
あ
る
「
喜
」
字
と
同
じ

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
故
に
、
こ
こ
は
「
室
家
喜・

闘
」
と
翻
刻

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
法
行
経
』
の
第
一
段
は
各
二
十
條
の
「
清
浄
な
る
法
行
」

（
第
十
六
条
ま
で
、
全
部
、
も
し
く
は
、
一
部
缺
損
が
存
す
る
）
と

「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
と
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
各
条
は

「
互
い
に
共
通
す
る
主
題
の
善
悪
両
面
」（
前
田
、
註
（
13
））
を

記
す
と
い
う
、「
對
應
關
係
」（
石
橋
Ⅰ
）
に
あ
る
が
、
第
一
段
全

体
も
「
對
應
」
を
意
識
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
発
想
は

『
法
行
経
』
が
引
用
し
て
い
る
『
尸
迦
羅
越
六
方
禮
經
』
か
ら
得

て
い
る
の
で
は
と
推
察
し
た
（
注
（
11
））。
こ
の
部
分
と
「
對
應

關
係
」
に
あ
る
の
は
、
意
味
や
表
現
か
ら
、

家
室
和
令マ

マ

、
歡
心
相
向
、
子
孫
興
盛
。

（
21
行
）

と
「
飜
刻
」
さ
れ
、

家
室
和
合マ

マ

し
、
歡
心
も
て
相
向
い
、
子
孫
は
興
盛
た
り
。

と
「
訓
讀
」
さ
れ
て
い
る
箇
所
と
推
察
さ
れ
る
（「
石
橋
Ⅱ
」
に
こ

の
箇
所
の
訓
読
な
し
）。
正
確
な
訓
読
の
た
め
に
は
、
両
者
を
比

較
・
参
照
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。
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先
ず
、「
家
室
」・「
室
家
」
と
あ
る
が
、
両
者
は
同
意
で
「
夫

婦
」「
家
庭
」（『
大
漢
和
辞
典
』）
の
意
を
表
わ
す
。
そ
れ
が
「
和

合
」
し
、「
歡
心
」（「
心
に
満
足
に
思
ふ
」（『
同
前
』））
し
て
「
相

向
」
う
か
、「
喜
闘(14)」
し
「
无
有
歡
心
」
状
態
で
対
応
す
る
か
で
、

子
孫
の
繁
栄
の
有
無
が
比
較
さ
れ
る
。
両
文
は
句
読
点
の
位
置
も

「
對
應
」
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
故
に
、「
家
室
和
合
、
歡
心

相
向
、
子
孫
興
盛
。」
と
句
読
点
を
付
し
、「
家
室
和
合
し
、
歡
心

も
て
相
向
い
、
子
孫
興
盛
す
。」
と
訓
読
、
ま
た
、「
室
家
喜
闘
、

无
有
歡
心
、
子
孫
不
興
、
多
諸
弊
悪
。」
と
改
め
、「
室
家
喜
闘
し
、

歡
心
あ
る
こ
と
な
く
、
子
孫
興
ら
ず
、
諸
弊
悪
多
し
。」
と
「
對

應
」
さ
せ
て
訓
読
し
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

五

「
訓
讀
」
に
つ
い
て
の
疑
問

先
に
、『
法
行
経
』
第
一
段
は
列
挙
さ
れ
た
善
・
悪
を
語
る
二

十
條
が
各
々
「
對
應
」
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
二
十
條
が
語
ら

れ
た
後
の
部
分
も
「
對
應
」
を
意
識
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
と
述

べ
た
が
、
そ
れ
が
最
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
が
、「
清
浄
な
る
法

行
」
二
十
條
が
記
さ
れ
た
直
後
の
経
文
と
、「
清
浄
な
ら
ざ
る
行

い
」
二
十
条
の
そ
の
部
分
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
清
浄
な
る
法

行
」
第
二
十
條
の
直
後
に
は
、

梵
釋
四
天
王
・
日
月
五
星
・
二
十
八
宿
・
諸
天
神
王
・
虚
空

善
神
・
无
數
官
属
導
従
前
後
、
亦
皆
奉
佛
、
各
作
功
徳
、
朝

中
暮
來
禮
拝
三
尊
。
一
切
衆
邪
・
魍
魎
鬼
魅
、
見
大
尊
天
威

神
尊
貴
、
其
先(15)重
明
、
皆
各
走
去
、
無
迎
人
舎
。
諸
天
人
神
、

見
有
供
養
精
進
用
心
奉
此
法
行
廿
事
者
、
意
大
歓
喜
、
競
來

擁
護
、
防
備
左
右
、
求
願
與
願
、
不
遭
衆
難
。（

12
〜
19
行
）

＊
句
読
点
、「
石
橋
Ⅰ
」
と
同
じ
。

と
あ
り
、「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
第
二
十
條
の
直
後
に
は
、

梵
釋
四
天
王
・
日
月
五
星
・
二
十
八
宿
・
諸
天
神
王
・
虚
空

善
神
、
不
復
往
来
禮
拝
舎
利
形
像
經
法
衆
僧
。
梵
釋
四
天
王

一
切
諸
神
、
咸
皆
貧
志(16)、
不
來
擁
護
、
（
リ
）

百
事
不
吉
。
鬼
魔

殺
鬼
、
一
切
諸
鬼
、
魍
魎
妖
魅
、
无
有
禁
限
。
（
ヌ
）（

65
〜
69
行
）

＊
（
リ
）「
。」（
石
橋
Ⅰ
）、「
、」（
石
橋
Ⅱ
）。（
ヌ
）「
、」

（
石
橋
Ⅰ
）、「
。」（
石
橋
Ⅱ
）。

と
あ
る
。
こ
の
経
典
で
中
心
と
な
っ
て
躍
動
し
、
罪
・
福
を
付
与

す
る
の
は
佛
・
菩
薩
で
は
な
く
、「
梵
釋
四
天
王
・
日
月
五
星
・

二
十
八
宿
・
諸
天
神
王
・
虚
空
善
神
」・「
鬼
魔
殺
鬼
・
一
切
諸

鬼
・
魍
魎
妖
魅
」
と
い
う
「
イ
ン
ド
の
神
々
」
や
「
中
国
的
な

神
々
」（
石
橋
Ⅰ
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
「
善
神
」
は
、
二
十
條
を

「
敬
」
え
ば
「
來
禮
拝
三
尊
」
す
る
が
、「
慢
」
れ
ば
「
不
復
往

11



来
礼
拝
」、
ま
た
、「
奉
此
法
行
廿
事
者
」
に
対
し
て
は
「
諸
天
人

神
」
は
「
競
來
擁
護
」
す
る
が
、「
不
精
進
」
者
に
は
「
梵
釋
四

天
王
一
切
諸
神
」
が
「
不
來
擁
護
」
ば
か
り
か
、「
鬼
魔
殺
鬼
、

一
切
諸
鬼
、
魍
魎
妖
魅
」
が
出
現
す
る
と
あ
り
、
そ
の
対
応
は
全

く
異
な
る
。
先
に
指
摘
し
た
如
く
、
経
典
の
編
纂
者
は
第
一
段
の

構
成
は
、
二
十
條
以
外
の
箇
所
も
「
對
應
」
を
強
く
意
識
し
て
記

し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

こ
の
二
つ
の
相
対
立
す
る
経
文
を
読
ん
だ
後
に
、

共
に
第
二
十
條
の
後
に
、
そ
れ
ら
の
教
え
を
行
っ
た
、
行
わ

な
か
っ
た
結
果
、
す
な
わ
ち
、
守
っ
た
場
合
、
破
っ
た
場
合

に
つ
い
て
、「
梵
釋
四
天
王
・
日
月
五
星
・
二
十
八
宿
・
諸

天
神
王
・
虚
空
善
神
・
无
數
官
属
」
な
ど
の
一
切
諸
神
、
ま

た
「
魍
魎
鬼
魅
」
や
「
鬼
魔
殺
鬼
」
な
ど
の
一
切
衆
邪
が
、

ど
の
よ
う
な
反
應
を
示
す
か
を
説
く
部
分
が
附
せ
ら
れ
て
い

る
。

（
前
田
。
註
（
13
））。

と
い
う
引
用
部
の
解
説
を
読
む
と
、
傍
線
を
付
し
た
箇
所
に
違
和

感
を
覚
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
括
弧
の
部
分
は
経
文
12
〜
13

行
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。「
石
橋
Ⅰ
」
に
も
「
梵
釋
四
天
王
・
日

月
五
星
…
…
虚
空
善
神
・
无
数
の
官
属
が
導
從
前
後
し
て
」（「
石

橋
Ⅱ
」
も
ほ
ぼ
同
文
）
と
あ
る
。
先
ず
、
違
和
感
を
覚
え
る
の
は
、

「
无
數
官
属
」
と
い
う
表
現
が
「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
に
は
省

略
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
諸
神
が
「
來
拝
」
す
る
場

合
に
は
必
要
で
、「
不
來
」
の
際
は
不
要
な
記
述
な
の
で
あ
る
。

次
に
、「
无
數
官
属
」
の
使
用
例
は
、

・
諸
大
（
イ

天
）

龍
王
阿
須
倫
王
迦
楼
羅
真
陀
羅
摩
休
勒
等
。
各
各

自
與
無・

數・

官・

属・

。
來
詣
佛
所
禮
拝
供
養
。（『
無
極
宝
三
昧
經
』

巻
上
（『
正
蔵
』
一
五
・
五
〇
七
頁
中
））。

・
諸
阿
須
倫
王
各
各
復
将
無・

數・

官・

属・

。
各
各
持
雜
華
。（『
佛
説

宝
如
来
三
昧
經
』
巻
上
（『
同
』・
五
一
九
頁
上
））。

の
如
く
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
引
用
し
た
両
経
は
「
異
譯
」

（『
佛
書
解
説
大
辞
典
』）
で
あ
る
が
、
阿
須
倫
王
（
阿
修
羅
）（
等
）

と
そ
れ
に
仕
え
る
「
無
数
官
属
」
と
書
か
れ
て
お
り
、「
無
数
官

属
」
は
阿
須
倫
王
等
と
同
列
に
扱
わ
れ
て
は
い
な
い
。
即
ち
、

「
官
属
」
と
は
「
主
要
官
員
の
属
吏
。」（『
漢
語
大
詞
典
』）、「
正

官
の
属
吏
。」（『
大
漢
和
辞
典
』）
の
意
で
あ
り
、
阿
修
羅
等
に
仕

え
る
役
人
で
、
彼
達
と
同
等
の
地
位
に
い
る
も
の
で
は
な
い
。

次
に
、「
無
數
官
属
導
従
前
後
」
の
訓
読
を
検
討
す
る
。
先
述

し
た
如
く
、「
石
橋
Ⅰ
」
は
「
无
數
の
官
属
が
導
従
前
後
し
て
」、

「
訓
讀
」
は
「
無
数
の
官
属
は
導
従
前
後
し
て
」（「
石
橋
Ⅱ
」
も
）

と
、「
導
従
」
が
動
詞
と
し
て
訓
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

・
爾
時
善
住
大
龍
象
王
。
與
彼
八
千
諸
龍
象
等
。
前
後
導・

従・

。

意
欲
還
向
善
住
娑
羅
樹
王
之
林
。（『
起
世
因
本
經
』
巻
第
一
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（『
正
蔵
』
一
・
三
六
八
頁
下
〜
三
六
九
頁
上
））。

・
於
時
群
臣
即
厳
威
儀
。
導・

従・

騎
乗
。（『
生
經
』
巻
第
三
（『
正

蔵
』
三
・
八
八
頁
下
））。

・
駕
以
金
車
。
前
後
導・

従・

。
白
瑠
璃
摩
尼
宝
王
以
爲
其
蓋
。

（『
大
方
広
華
厳
経
』
巻
第
二
十
八
（『
正
蔵
』
一
〇
・
七
八
八
頁

下
））。

・
爾
時
浄
飯
王
。
及
諸
侍
従
。
至
尼
俱
樹
園
。
下
車
而
入
。
歩

衆
導・

従・

前
後
囲
繞
。（『
大
宝
積
経
』
巻
第
六
十
二
（『
正
蔵
』
一

一
・
三
五
七
頁
中
））。

の
如
き
用
例
を
見
る
と
、「
導
従
」
は
行
為
を
指
す
の
で
は
な
く
、

「
さ
き
ど
も
と
あ
と
ど
も
。
前
後
の
と
も
び
と
。」（『
大
漢
和
辞

典
』）、「
古
代
、
帝
王
・
貴
族
・
官
僚
が
他
行
の
折
、
前
駆
者
を

導
と
称
し
、
後
に
随
う
者
を
從
と
称
し
た
こ
と
に
よ
り
導
從
と
い

う
。」（『
漢
語
大
詞
典
』）
と
辞
書
に
あ
り
、
こ
の
意
で
使
用
さ
れ

て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
故
に
、「
官
属
」
と
「
導
従
」
は
、「
梵

釋
四
天
王
・
日
月
五
星
・
二
十
八
宿
・
諸
天
神
王
・
虚
空
善
神
」

の
従
者
で
あ
り
、
先
学
の
試
み
た
訓
読
の
如
く
、「
諸
神
」
と
同

列
の
身
分
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
、「
不
復
往

来
礼
拝
」
の
場
合
は
彼
ら
に
は
言
及
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
、

こ
の
箇
所
は
、「
梵
釋
四
天
王
・
日
月
五
星
・
二
十
八
宿
・
諸
天

神
王
・
虚
空
善
神
、
无
數
官
属
、
導
従
前
後
」
と
読
点
を
改
め
、

「
梵
釋
四
天
王
・
日
月
五
星
・
二
十
八
宿
・
諸
天
神
王
・
虚
空
善

神
、
無
数
の
官
属
、
導
従
は
前
後
し
」
と
訓
読
す
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。

次
に
、「
諸
天
人
神
、
見
有
供
養
精
進
用
心
奉
此
法
行
廿
事
者
、

意
大
歓
喜
、
競
來
擁
護
、
防
備
左
右
、
求
願
與
願
、
不
遭
衆
難
。」

（
16
〜
19
行
）
の
箇
所
を
検
討
し
て
み
る
。
こ
こ
は
、「
諸
天
神
、

供
養
精
進
し
用
心
し
て
此
の
法
行
の
廿
事
を
奉
る
者
あ
る
を
見
て
、

意
大
い
に
歓
喜
し
て
、
競
い
来
り
て
擁
護
し
、
左
右
を
防
備
し
て
、

願
を
求
む
る
も
の
に
は
願
を
與
え
、
衆
難
に
遭
わ
ず
。」
と
「
訓

讀
」
さ
れ
て
い
る
（「
石
橋
Ⅱ
」
も
同
文
）。
こ
の
「
訓
讀
」
で
解
し

難
い
箇
所
は
「
見
有
供
養
精
進
用
心
奉
此
法
行
廿
事
者
」
の
連
続

す
る
十
五
字
で
、
句
読
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
で
あ
る
。
他

は
全
て
四
字
で
句
読
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
梁
氏
が
、『
法
行
経
』

は
同
時
期
の
翻
訳
経
典
よ
り
も
、
流
暢
・
自
然
に
四
字
で
構
成

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
を

参
照
し
、
検
討
し
て
み
る
。

「
影
印
」
を
参
照
す
る
と
、
多
く
が
一
行
十
七
字
で
構
成
さ
れ

て
い
る(17)が
、
こ
の
17
行
は
十
六
字
で
あ
る
。
勿
論
、
15
・
23
行
等

は
十
六
字
、
16
・
18
・
21
行
は
十
八
字
で
あ
り
、
一
行
十
七
字
と

い
う
の
は
確
た
る
規
範
と
は
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
少
し
注
意
し
て
み
る
と
、
前
の
16
行
と
比
較
す
る
と
、
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17
・
18
・
19
行
の
行
の
冒
頭
部
の
文
字
は
明
ら
か
に
大
き
く
書
き

始
め
ら
れ
て
い
る
。
17
行
が
前
後
の
行
と
文
字
と
位
置
が
揃
う
の

は
、
最
後
の
四
文
字
あ
た
り
で
あ
る
。
ま
た
、
17
行
に
は
「
廿

事
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、「
二
十
者
」（
8
・
63
行
）・「
二

十
八
宿
」（
13
・
66
行
）・「
二
十
具
」（
26
行
）・「
二
十
善
」（
30

〜
31
行
）・「
二
十
悪
事
」（
38
行
）・「
二
十
」（
38
行
）・「
二
十
惡

法
」（
79
〜
80
行
）・「
二
十
善
事
」（
92
行
）
と
、
他
の
十
箇
所
は

全
て
「
二
十
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
何
故
に
、
こ
こ
の
み
が

「
廿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
か
。
17
行
は
最
初
幾
分
大
き
め
の
文

字
で
書
き
始
め
た
が
故
、
十
七
字
（
実
際
は
十
六
字
で
あ
る
）
で
収

ま
ら
な
く
、「
二
十
事
」
と
あ
っ
た
写
本
の
文
字
を
「
廿
事
」
と

改
め
一
行
に
納
め
た
と
推
察
す
る
の
は
穿
ち
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

と
す
る
と
、「
見
有
供
養
、
精
進
・
用
心
、
奉
此
法
行
、
二
十
（
廿
）

事

者
、」
と
中
点
と
読
点
が
付
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
、
訓
読
を
試
み
た
い
が
、
先
述
の
如
く
、「
諸
天
人
神
、

供
養
精
進
し
用
心
し
て
此
の
法
行
の
廿
事
を
奉
る
者
あ
る
を
見

て
」
と
「
訓
讀
」
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
拠
る
と
、「
諸
天
人
神
」

が
見
た
も
の
は
、
二
十
の
「
清
浄
な
る
法
行
」
を
修
す
る
者
が
、

「
供
養
」・「
精
進
」・「
用
心
」
し
「（
此
の
法
行
の
廿
事
を
）
奉
る
」

さ
ま
と
解
せ
る
。
こ
の
三
語
が
「
奉
る
」
を
修
飾
し
て
い
る
。
こ

の
点
を
再
考
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
後
稿
を
期
し
た
い
。

最
後
の
箇
所
で
あ
る
。「
意
大
歓
喜
、
競
來
擁
護
、
防
備
左
右
、

求
願
與
願
、
不
遭
衆
難
。」
と
、
四
字
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
意

大
い
に
歓
喜
し
て
、
競
い
来
り
て
擁
護
し
、
左
右
を
防
備
し
て
、

願
を
求
む
る
も
の
に
は
願
を
與
え
、
衆
難
に
遭
わ
ず
。」
と
「
訓

讀
」
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
も
主
語
は
「
諸
天
人
神
」
で
あ
る
。

彼
ら
は
二
十
条
の
「
法
行
」
を
奉
る
姿
に
感
動
し
、「
歓
喜
」・

「
擁
護
」・「
防
備
」
し
、「
願
」
を
叶
え
る
こ
と
に
よ
り
、「
奉
此

法
行
、
二
十
（
廿
）
事
者
」
が
「
衆
難
」
に
「
遭
」
わ
な
い
よ
う
に
努
力

す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
故
に
、
こ
こ
は
「
奉
此
法
行
、
二

十
（
廿
）

事
者
」
が
「
衆
難
に
遭・

わ・

ず・

。」
で
は
な
く
、「
諸
天
人
神
」
が

「
奉
此
法
行
、
二
十
（
廿
）

事
者
」
を
「
衆
難
に
遭・

わ・

し・

め・

ず・

。」
と
訓

む
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
、

梵
釋
四
天
王
・
日
月
五
星
・
二
十
八
宿
・
諸
天
神
王
・
虚
空

善
神
、
无
數
官
属
、
導
従
前
後
。
亦
皆
奉
佛
、
各
作
功
徳
、

朝
中
暮
來
、
禮
拝
三
尊
。
一
切
衆
邪
・
魍
魎
鬼
魅
、
見
大
尊

天
、
威
神
尊
貴
、
其
先
（
光
）重

明
、
皆
各
走
去
、
無
迎
人
舎
。
諸

天
人
神
、
見
有
供
養
、
精
進
・
用
心
、
奉
此
法
行
、
廿
（
二
十
）事

者
、

意
大
歓
喜
、
競
來
擁
護
、
防
備
左
右
、
求
願
與
願
、
不
遭
衆

難
。

と
句
読
点
の
位
置
を
変
更
し
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
が
。
訓
読
等
は
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後
稿
を
期
し
た
い
。

註(1
)
同
稿
は
「
疑
経
成
立
過
程
に
お
け
る
一
断
面

七
寺
蔵
『
清

浄
法
行
経
』
攷

」
と
改
題
し
、『
中
国
撰
述
経
典
（
其
之

二
）』（
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書

第
二
巻
。
大
東
出
版
社
。
一

九
九
六
年
）
に
再
録
。
本
稿
で
は
、『
佛
教
文
化
研
究
』
掲
載
の

論
稿
を
参
照
。

(2
)
直
海
玄
哲
「『
清
浄
法
行
経
』
解
題
」（
註
（
1
））。

(3
)
梁
「
従
名
古
屋
七
寺
的
両
部
疑
偽
経
資
料
探
討
疑
偽
経
在
漢
語

史
研
究
中
的
作
用
」『
普
門
学
報
』
第
十
九
期
（
二
〇
〇
三
年
九

月
）、
後
、「
従
名
古
屋
七
寺
的
両
部
古
逸
経
資
料
探
討
疑
偽
経
在

漢
語
史
研
究
中
的
作
用
」・「『
清
浄
法
行
経
』
語
詞
考
辨
」
と
改

題
後
、
著
書
『
佛
教
與
漢
語
史
研
究

以
日
本
資
料
爲
中
心

』（
南
山
大
學
學
術
叢
書
。
上
海
古
籍
出
版
社
。
二
〇
〇
八

年
）
再
録
。

(4
)
野
村
「
七
寺
本
『
清
浄
法
行
経
』
の
「
飜
刻
」
と
「
訓
讀
」
を

め
ぐ
っ
て

誤
写
・
誤
読
と
推
察
さ
れ
る
文
字
の
検
討

」

『
文
藝
論
叢
』
第
九
十
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）。

(5
)
野
村
「
七
寺
本
『
清
浄
法
行
経
』
の
「
飜
刻
」
と
「
訓
讀
」
を

め
ぐ
っ
て

「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
を
中
心
に

」『
文

藝
論
叢
』
第
九
一
号
（
二
〇
一
八
年
十
月
）。

(6
)
野
村
「『
清
浄
法
行
経
』
の
研
究

七
寺
本
『
清
浄
法
行
経
』

の
「
翻
刻
」
と
「
訓
読
」
を
め
ぐ
っ
て

」『
文
藝
論
叢
』
第

八
七
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）。

(7
)
写
本
中
、
竹
冠
の
字
と
し
て
は
「
箱
」
が
4
・
47
・
106
行
（
47

行
は
「
箱
」）
に
見
出
せ
、
明
確
に
「
竹
」
と
判
読
で
き
る
。
し

か
し
、
48
行
の
「
簾
」
と
「
飜
刻
」
さ
れ
て
い
る
文
字
は
、
草
冠

の
如
く
書
か
れ
て
い
る
。
故
に
、
論
じ
て
い
る
「
苫
」
も
「
笘
」

の
誤
写
・
誤
記
の
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、「
笘
」
は
「
古
代
、

子
供
の
習
字
の
竹
片
。」（『
漢
語
大
詞
典
』）、「
む
ち
。」・「
竹
の

ふ
だ
。」（『
大
漢
和
辞
典
』）、「『
集
韻
』
簡
也
。」（『
康
熙
字
典
』）

等
と
あ
り
、
こ
の
部
分
の
意
に
は
適
し
て
い
な
い
。

(8
)
「
爤
」
の
字
を
意
図
し
て
書
か
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、

旁
は
「
籣
」
と
判
読
さ
れ
る
。
な
お
、「
爤
」
は
「
爛
に
同
じ
。」

（『
大
漢
和
辞
典
』）。

(9
)
「
石
橋
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
共
に
「
贈嫁
」
と
翻
刻
・
訓
読
す
る
。「
影

印
」
で
確
認
す
る
と
、
検
討
し
て
い
る
文
字
は
、「
綵
」・「
繖
」

字
と
同
様
に
明
確
に
糸
偏
で
書
か
れ
て
お
り
、「
飜
刻
」
の
如
く

「
繒
」
と
判
読
さ
れ
る
。
女
偏
は
「
如
」（
29
・
62
・
83
・
84
・

95
行
）、「
妖
」（
69
・
74
行
）・「
婬
妷
」（
81
行
。「
飜
刻
」
は

「
婬
嫉・

」）
等
の
如
く
、
明
確
に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

『
康
熙
字
典
』
に
「
贈嫁
」
は
「
音
増
」
と
あ
る
の
み
で
、
意
味
は

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
「
女
の
あ
ざ
な
。」

と
あ
る
。

(10
)
『
法
華
経
』（
下
）（
岩
波
文
庫
。
坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
）

は
「
若
し
く
は
華
・
香
・
瓔
珞
・
幢
幡
・
繒
蓋
・
香
油
・
蘇
燈
を

も
っ
て
経
巻
を
供
養
せ
ん
を
や
。」
と
訓
読
。
次
の
『
正
法
華
経
』

は
こ
の
訓
読
を
参
照
し
中
点
を
付
し
た
。

(11
)
「
石
橋
Ⅱ
」
に
は
、『
法
行
経
』
が
「
原
型
」
と
し
た
と
さ
れ
る

経
文
の
八
か
所
が
、『
佛
説
阿
難
問
事
佛
吉
凶
經
』・『
阿
難
問
事
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佛
吉
凶
經
』・『
佛
説
阿
難
分
別
經
』
等
と
対
比
さ
れ
て
い
る
。
同

一
、
或
い
は
、
近
似
す
る
語
句
は
指
摘
の
如
く
見
出
す
こ
と
が
出

来
る
。
し
か
し
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
語
句
は
他
の
経
典
類
か

ら
必
ず
し
も
見
出
だ
せ
な
い
も
の
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
例
の
み

か
ら
、「
原
型
」
と
速
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

『
法
行
経
』
の
「
原
型
」
の
経
典
の
一
つ
と
し
て
、「
石
橋
Ⅰ
・

Ⅱ
」
が
指
摘
す
る
、
第
一
段
の
「
清
浄
な
る
法
行
」・「
清
浄
な
ら

ざ
る
行
い
」
各
二
十
条
の
「
對
應
關
係
」
を
着
想
さ
せ
た
の
は
、

こ
れ
も
同
氏
が
両
論
稿
で
「
引
用
」
経
典
と
し
て
指
摘
し
て
い
る

『
尸
迦
羅
越
六
方
禮
經
』
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
原
型
」
の
経
典

と
し
て
は
、
最
初
に
同
經
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。（
野
村

「『
清
浄
法
行
経
』
の
研
究

『
佛
説
尸
迦
羅
越
六
方
禮
經
』

と
『
佛
説
清
浄
法
行
経
』

」『
文
藝
論
叢
』
第
八
三
号
（
二

〇
一
四
年
十
月
）
参
照
）。

(12
)
呉
澄
淵
主
編
『
新
編
中
国
書
法
大
字
典
』（
世
界
図
書
出
版
公

司
北
京
公
司
）、
伏
見
冲
敬
編
『
書
道
大
字
典
』（
角
川
書
店
）
等

を
参
照
。

(13
)
前
田
繁
樹
氏
は
「
善
権
」
と
「
飜
刻
」
さ
れ
て
い
る
箇
所
を

「
菩・

薩・

」
と
翻
刻
す
る
（「『
清
浄
法
行
経
』
と
『
老
子
化
胡
經
』

排
除
の
な
い
論
議

」『
中
国
撰
述
経
典
（
其
之
二
）』

（
註
（
1
））。
後
、
著
書
『
初
期
道
教
経
典
の
形
成
』（
汲
古
書

院
。
二
〇
〇
四
年
）
再
録
）。

(14
)
「
喜
闘
」
と
の
熟
語
は
辞
書
に
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

「
不
樂
讀
誦
經
嗜
睡
多
喜・

闘・

」・「
無
有
慈
愍
心
小
力
惡
喜・

闘・

」

（『
大
方
等
大
集
經
』
巻
第
五
十
六
（『
正
蔵
』
一
三
・
三
七
七
頁

中
））
の
如
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
無
益
な
争
い
を
好
む
こ
と
を

指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(15
)
写
本
に
は
「
先
」
と
あ
る
が
、
意
味
上
か
ら
「
光
」
の
誤
写
と

推
察
（
註
（
4
）
参
照
）。

(16
)
「
貪
志
（
貪
恚
？
）」（
石
橋
Ⅰ
・
石
橋
Ⅱ
）、「
貪
恚
」（
梁
。
註

（
3
））
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、「
忿・

恚
」
の
誤
写
と
推
察
（
註

（
4
）
参
照
）。

(17
)
「
一
行
平
均
十
七
字
」（
石
橋
Ⅰ
。
直
海
、
註
（
2
））
と
あ
る
。

﹇
付
記
﹈
中
国
語
文
献
の
翻
訳
は
李
杰
君
（
元
南
京
大
学
大
学
院
生
）

の
、
用
例
の
検
索
は
邱
心
韻
さ
ん
（
南
京
大
学
大
学
院
生
）
の

協
力
を
得
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

（（
二
〇
一
九
・
一
・
五
））

（
南
京
大
学
外
国
語
学
院
日
語
系
）
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